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◇
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室

22016. 秋

「
２
０
１
６
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
３
日（
木
・
祝
）
～
12
月
11
日（
日
）

【
会
期
中
無
休
】

　

１
９
６
４
年
、
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
国
際
的
な

児
童
書
専
門
見
本
市
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
３
年
後
に
は
、

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
絵
本
原
画
展
が
開
催
さ
れ
、
１
９
７
６

年
か
ら
は
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
そ
の
入
選
作
品
を
展

示
す
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、

日
本
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
１
９
７
８
年
の
西
宮

市
大
谷
記
念
美
術
館
で
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
で
の
絵
本
原
画
展
は
今
年
で
ち
ょ
う
ど
50
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
は
世
界
各
国
の
出

版
社
が
ブ
ー
ス
を
構
え
版
権
の
売
買
を
す
る
た
め
、
多
く

の
編
集
者
が
集
ま
り
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
は

ま
た
と
な
い
売
り
込
み
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ
は
誰
で
も
応
募
で
き
る
こ
と
か
ら
、

新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
も
な
っ
て
お
り
、

ボ
ロ
ー
ニャ
か
ら
多
く
の
絵
本
作
家
が
誕
生
し
て
き
ま
し
た
。 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
コ
ン
ク
ー
ル
の
世
界
に
も

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
近
年
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
イ
ラ

ス
ト
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
審
査
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
が
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
は
、
今
で
も
５
人
の
児
童

書
の
専
門
家
が
一
堂
に
会
し
、
話
し
合
い
な
が
ら
５
枚
１

組
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
画
を
審
査
す
る
と
い
う
、
稀
有
な
コ

ン
ク
ー
ル
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
記
念
す
べ
き
今
年
の
入
選
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
、
中
東
、
北
米
、
南
米
の
18
カ
国
、
77
組（
日
本

人
10
組
含
む
）で
す
。
世
界
61
カ
国
、
３
１
９
１
組
の
応

募
作
品
か
ら
、
新
し
い
出
会
い
を
求
め
て
、
独
創
性
と
物

語
る
力
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
ク
リ
ア
し
た
作
品
が
選
び
出

さ
れ
ま
し
た
。
６
月
30
日
に
は
板
橋
区
立
美
術
館
を
会
場

に
第
50
回
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
秋
篠
宮
妃
紀
子
殿
下

が
お
成
り
に
な
り
、
ご
挨
拶
の
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
日
本
で
の
巡
回
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
展
は
、
当
館
で
の
開
催
も
19
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

入
選
を
重
ね
る
作
家
の
な
か
に
は
、
物
語
に
よ
っ
て
作

風
や
画
材
を
使
い
分
け
、
一
見
し
て
同
じ
作
家
だ
と
気
付

か
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
図
録
も
展
示
し

ま
す
の
で（
欠
本
あ
り
）、
50
年
を
機
会
に
、
お
気
に
入
り

作
家
の
過
去
の
入
選
作
品
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
今
年
の
審
査
員
】

ク
ラ
ウ
ス
・
フ
ー
マ
ン（
編
集
者
、
ア
ラ
ジ
ン
出
版
／
ド
イ
ツ
）

セ
ル
ジ
ョ
・
ル
ッ
ツ
ィ
エ
ー
ル（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
イ
タ
リ
ア
）

フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ
・
ブ
シ
ェ（
編
集
者
、
ラ
・
ジ
ョ
ワ
・
ド
・
リ
ー
ル
出
版
／
フ
ラ
ン
ス
）

ネ
イ
サ
ン
・
フ
ォ
ッ
ク
ス（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
ア
メ
リ
カ
）

三
浦
太
郎（
絵
本
作
家
／
日
本
）

【
特
別
展
示
：
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
50
年
の
歩
み
】

　

イ
タ
リ
ア
で
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
開
催
50
回
を
記
念
し

て
、
50
枚
の
パ
ネ
ル
で
そ
の
歴
史
を
た
ど
り
、
歴
代
審
査

員
や
入
選
者
な
ど
の
他
、
主
な
出
来
事
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。
第
１
回
展
で
紹
介
さ
れ
た
松
原
直
子
や
、
初
期
に

参
加
し
た
藤
田
桜
の
原
画
も
展
示
し
ま
す
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

展
を
舞
台
に
、
現
在
で
は
著
名
な
絵
本
作
家
が
審
査
員
と

し
て
、
ま
た
出
品
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た

の
か
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

　

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
作
品
審
査
会
、

３
月
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
様
子
に
、
審
査
員

や
入
選
作
家
、
編
集
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
て
紹

介
し
ま
す
。
絵
本
の
世
界
を
目
指
す
方
は
必
見
!! 

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】

　

展
示
作
品
や
入
選
作
家
の
絵
本
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
で
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
を
受
賞
し
た
世
界
の
絵
本
、
お

す
す
め
絵
本
な
ど
約
１
０
０
冊
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
28
年
10
月
1
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　

12
月
28
日（
水
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
と
は
？

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
や

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
優
れ
た
児

童
書
に
贈
ら
れ
る
賞
。

「山」
ルーカ・ペッタレッリ（イタリア）

「ナイル川を探したワニ」
イラチェ・ロペス・デ・ムナイン（スペイン）

「はだかの王様」
ホワン・リンシン（台湾）

「ジャングル・ブック」
アリョーシャ・ブラウ（ドイツ）

「美女と野獣」
ヴェロニカ・ルッファート（イタリア）



3 2016. 秋

●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
●
○
●

絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会

【
入
場
無
料
】

　

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

開
催
日　

11
／
５（
土
）、
12（
土
）、
19（
土
）、

　
　
　
　

23（
水
・
祝
）、
26（
土
）、
12
／
３（
土
）、
10（
土
）

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！

【
要
観
覧
券
】

　

不
要
と
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
裏
面
を
利
用
し
て
冊

子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自
由
に
飾
り
つ
け
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日　

時　

会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日
、
14
：
00
～
16
：
00

　
　
　
　

※
11
／
27（
日
）を
除
く

対　

象　

４
歳
～
小
学
生（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

各
日
10
名（
要
申
込
、
先
着
順
）

持
ち
物　

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

協　

力　

絵
本
の
会　

も
こ
も
こ 

会　

場　

展
示
室
内

 

お
は
な
し
劇
場

【
入
場
無
料
】

　

絵
本
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
の
読
み
聞
か

せ
、
温
か
み
の
あ
る
人
形
劇
の
上
演
な
ど
で
、
物
語
の
世

界
へ
ご
招
待
し
ま
す
。
簡
単
な
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

開
催
日　

11
／
13（
日
）

時　

間　

10
：
30
～
11
：
30
、
13
：
00
～
14
：
00

協　

力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ぽ
っ
か
ぽ
か

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場

【
入
場
無
料
】

　

紙
芝
居
の
前
に
座
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
。
世
界
で
紙
芝
居
の
魅
力
を
伝
え
る
「
の
ま
り

ん
」
の
豊
か
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
／
20（
日
）

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

出　

演　

の
ま
り
ん（
野
間
成
之
氏
）

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

た
け
う
ち
ち
ひ
ろ
サ
イ
ン
会

【
要
整
理
券
】

　

'15
、
'16
の
入
選
作
家
に
よ
る
サ

イ
ン
会
。
当
日
、
著
作
本
を
お
買

い
上
げ
の
方
に
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。（
１
人
２
枚
ま
で
）

開
催
日　

11
／
27（
日
）

時　

間　

①
10
：
00
～
11
：
00

　
　
　
　

②
13
：
00
～
14
：
00

整
理
券　

各
回
15
枚（
先
着
順
）

切
り
紙
で
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！

【
要
観
覧
券
＆
参
加
費
】

　

ロ
ボ
ッ
ト
や
動
物
な
ど
、
好
き
な
型
紙
と
色
画
用
紙
を

選
ん
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

開
催
日　

11
／
27（
日
）

時　

間　

①
11
：
00
～
12
：
00　

②
14
：
00
～
15
：
00

講　

師　

た
け
う
ち
ち
ひ
ろ
氏

対　

象　

ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

各
回
10
名

　
　
　
　
（
要
申
込
、
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

会　

場　

展
示
室
内 

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

【
要
観
覧
券
】

　

い
つ
も
は
「
お
静
か
に
」
と
注
意
さ
れ
る
展
示
室
で
す

が
、「
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
鑑
賞
し
た
い
」「
絵
本
を
読
み

聞
か
せ
た
い
」
と
い
う
方
の
た
め
の
夜
間
開
館
で
す
。

日　

時　

12
／
３（
土
）、
17
：
00
～
20
：
00

※
展
示
室
が
若
干
賑
や
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
」「
切
り
紙
で
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！
」

の
申
込
受
付
は
10
／
22（
土
）９
：
00
よ
り
電
話
に
て
。

●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
販
売
●
○
●

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

展
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。
入
選
作
家
の
絵
本
を
和

書
・
洋
書
と
取
り
揃
え
、日
本
人
作
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
も
販
売
し
ま
す
。
人
気
商
品
は
会
期
途
中
で
も
売
切
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
是
非
、
お
早
め
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
　

◇
観
覧
料 

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「ぼくの作り方」
たけうち ちひろ（日本）© たけうち ちひろ



◇
第
２
展
示
室

42016. 秋

「
能
登
地
区
の
文
化
財

　
　
　
　
　

～
う
け
つ
が
れ
て
き
た
珠
玉
の
名
品
～
」

10
月
１
日（
土
）
～
23
日（
日
）

　
「
能
登
国
」
の
な
が
れ

　

史
料
に
よ
れ
ば
、「
能
登
国
」
の
成
立
は
奈
良
時
代
の

養
老
２
年（
７
１
８
）の
こ
と
。
そ
の
後
一
時
期
越
中
国

（
富
山
県
）の
一
部
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
平
宝
字
元
年

（
７
５
７
）に
再
び
国
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

　

七
尾
の
地
に
国
衙
が
置
か
れ
て
国
分
寺
も
建
立
、
平
安

時
代
頃
に
は
大
陸
の
渤
海
国
と
の
交
易
の
玄
関
口
と
も
な

り
ま
す
。
鎌
倉
時
代
、
武
士
の
世
が
訪
れ
る
と
長
谷
部
信

連（
？
～
１
２
１
８
）が
地
頭
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
室
町
時

代
に
は
守
護
大
名
・
能
登
畠
山
氏
の
領
国
に
。

　

応
仁
の
乱
以
降
、
畠
山
氏
は
戦
国
大
名
と
し
て
能
登
一

国
を
統
治
、
七
代
当
主
義
総（
１
４
９
１
～
１
５
４
５
）の

頃
に
全
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
拠
点
の
七
尾
は
「
能
登
畠
山

文
化
」
と
呼
ば
れ
る
繁
栄
を
謳
歌
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
戦
国
時
代
末
期
、
能
登
畠
山
氏
は
越
後
・
上
杉

氏
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
能
登
国
は
上
杉
・
織
田
の
支
配

を
経
て
加
賀
前
田
氏
の
版
図
に
組
み
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
江
戸

時
代
約
２
６
０

年
間
は
加
賀
藩

領
と
し
て
「
加

賀
百
万
石
」
の

一
翼
を
形
成
。

や
が
て
明
治
の

世
を
迎
え
る
と

石
川
県
に
編
入

さ
れ
、「
石
川
県

能
登
方
」
と
な

り
現
在
に
至
る

の
で
す
。

　

本
展
の
概
要

　

長
い
歴
史
と
文
化
を
持
つ
能
登
地
方
。
そ
の
過
程
で

様
々
な
作
品
や
史
料
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は

寺
社
や
個
人
、
近
年
で
は
博
物
館
施
設
な
ど
に
大
切
に
保

管
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
能
登
ゆ
か
り
の
美
術
工
芸
品
の
紹
介
」
を
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
当
館
に
も
、
多
く
の
「
ゆ
か
り

の
美
術
工
芸
品
」
が
所
蔵
、
も
し
く
は
寄
託
と
い
う
形
で

収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
時
代
ご
と
の
歴
史
や
文

化
、
人
び
と
の
「
い
と
な
み
」
を
今
の
私
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
る
、
大
変
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
本
展
で

は
、
当
館
収
蔵
品
な

ど
よ
り
能
登
に
関
連

す
る
絵
画
を
中
心
に

あ
わ
せ
て
17
点
を
展

示
。
奈
良
時
代
か
ら

の
伝
統
形
式
で
描
か

れ
た
と
い
う
「
印
鑰

明
神
垂
迹
図
」（
七

尾
市
・
印
鑰
神
社

蔵
、
石
川
県
指
定
文

化
財
）を
は
じ
め
と

し
た
仏
画
や
、「
加
賀

百
万
石
」
の
祖
・
前
田
利
家（
１
５
３
８
？
～
99
）の
父
を

描
い
た
「
前
田
利
春
像
」（
七
尾
市
・
長
齢
寺
蔵
、
重
要
文

化
財
）と
い
っ
た
肖
像
画
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
「
能
登
関

連
の
絵
画
」
と
し
て
不
可
欠
な
長
谷
川
等
伯（
１
５
３
９

～
１
６
１
０
）や
、
そ
の
一
門
「
長
谷
川
派
」
の
作
品
な

ど
も
紹
介
し
ま
す
。

　

し
か
も
今
回
、
等
伯
四
男
で
父
を
継
い
で
絵
師
と
な
っ

た
と
さ
れ
る
長
谷
川
左
近（
１
５
９
３
～
？
）筆
の
「
十
六

羅
漢
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）と
、
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し

「
能
登
の
大
雅
堂
」
と
称
さ
れ
た
、
文
人
画
家
・
池
野
観

了（
１
７
５
３
～
１
８
３
０
）が
晩
年
期
に
描
い
た
「
竹
図

屏
風
」（
個
人
蔵
）の
２
作
品
を
初
公
開
。

　

さ
ら
に
「
特
別
展
示
」
が
も
う
ひ
と
つ
。
傷
み
が
著
し

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
約
１
年
間
の
修
復
作
業
を
経
て
見
事

に
復
活
を
遂
げ
た
、
能
登
畠
山
氏
の
栄
華
を
今
に
伝
え
る

史
料
「
賦
何
船
連
歌
」（
七
尾
市
蔵
、石
川
県
指
定
文
化
財
）

を
、
修
復
後
初
め
て
皆
さ
ま
に
ご
披
露
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
普
段
は
、
な
か
な
か
観
る
こ
と
の
で
き
な
い

非
常
に
貴
重
な
文
化
財
ば
か
り
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

県文「印鑰明神垂迹図」　七尾市・印鑰神社蔵

市文「猿猴図屏風」長谷川等伯　当館蔵

市文「十六羅漢図」( 部分 )
長谷川派　七尾市・悦叟寺蔵

 重文「前田利春像」
七尾市・長齢寺蔵

県
文
「
賦
何
船
連
歌
」（
部
分
）

七
尾
市
蔵

「
竹
図
屏
風
」（
部
分
）

池
野
観
了　

個
人
蔵
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個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

同
時
開
催

「
色
絵
磁
器
の
華  

九
谷
焼

　
　
　
　
　

～
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
～
」

　
「
九
谷
焼
」
は
石
川
県
を
代
表
す
る
や
き
も
の
。
江
戸

時
代
前
期
、
加
賀
国
大
聖
寺（
現
在
の
石
川
県
加
賀
市
）で

制
作
さ
れ
た
と
す
る
「
古
九
谷
」
を
起
源
と
し
、
幕
末
期

に
主
に
加
賀
国
の
各
窯
で
生
産
さ
れ
た
「
再
興
九
谷
」
や

明
治
～
昭
和
期
の
「
近
代
九
谷
」
を
経
て
現
代
へ
至
る
、

約
３
６
０
年
も
の
歴
史
を
有
す
る
伝
統
工
芸
で
す
。

　

そ
の
様
式
は
、
紫
・
緑
・
黄
の
色
釉
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
用
い
た
「
青
手
」、
そ
の
３
色
に
紺
青
・
赤
を
加
え
た

５
色
の
色
釉
を
フ
ル
活
用
す
る
「
五
彩
手
」、
さ
ら
に
赤

の
細
密
描
写
を
基
本
に
金
彩
を
加
え
る「
赤
絵（
金
襴
手
）」

の
３
ス
タ
イ
ル
が
基
本
。「
青
手
」
の
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
や

「
五
彩
手
」
の
丁
寧
で
瀟
洒
な
上
絵
、「
赤
絵
」
の
精
緻
で

華
麗
な
意
匠
な
ど
に
よ
り
、
世
界
的
に
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏

（
１
９
０
７
～
87
）が
蒐
集
し
た
、当
館
所
蔵
品
の
中
核「
池

田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
、
各
種
の
九
谷
焼
な
ど
計
30
点

を
紹
介
し
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料 

「色絵山水図富士形小皿　古九谷」
（池田コレクション）

「青手波に菊図丸小皿　古九谷」
（池田コレクション）

今年も「山
やまんでら

の寺の日」が開催されます！
　七尾を代表する歴史スポット「山の寺寺院群」。安土桃山時代、能登国を領有した前田利家が小丸山の地
に築城した際、その外郭防衛線として七尾城下の各所に点在していた寺院を、１箇所に集結させたのがはじ
まりと伝わります。当初は29箇寺によって形成されていたといわれますが、その後約400年を経て現存する
のは計16箇寺。現在「山の寺寺院群」は観光地として人びとに親しまれているのみならず、貴重な作品や史
料を数多く所蔵する七尾の「文化財の宝庫」でもあります。
　その「山の寺」で一昨年にスタートした「山の寺の日」。各寺院が宗派を超えてまとまり各種イベントが
開催され、この日は同エリア全体が大いに盛り上がります。中でも普段はみることのできない、貴重な寺宝
の特別公開はまさに醍醐味。長谷川等伯や「長谷川派」の作品も鑑賞できます。
　さらに３回目を迎える今年は、例年にプラスして「特別展示」も予定されています。そのテーマとはズバ
リ「涅槃図」。各寺院が所蔵する「涅槃図」が一斉公開されるという豪華イベントです。室町時代初期制作
という古図から、「長谷川派」絵師たちによる共演、そして近代以降の新作など、様々な「涅槃図」たちが貴
方をめくるめく「涅槃図世界」にいざなってくれることうけあい。
　「山の寺」をめいっぱい満喫できる、１年に１度だけの貴重なチャンス。当日はぜひとも足を運んでみて
はいかがでしょう。※詳細は「山の寺の日」実行委員会事務局（長壽寺内☎0767-53-1247）にお問い合わせください。

平
成
28
年
度
「
山
の
寺
の
日
」

10
月
22
日（
土
）午
前
９
時
～
午
後
４
時
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
第
11
回　

彩
の
会
＆
写
団
の
と
展

　

10
月
７
日（
金
）～
10
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ

ル
ー
プ
彩
の
会
と
写
真
グ
ル
ー
プ
写
団
の

と
の
会
員
27
人
が
近
作
約
90
点
を
展
示
発

表
し
ま
す
。
今
年
は
連
休
の
開
催
で
す
。

芸
術
の
秋
。
お
誘
い
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
ご
来

場
ご
高
覧
下
さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先　

彩
の
会
事
務
局　

加
地
求

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
52
）１
６
１
３

　

子
ど
も
「
長
谷
川
等
伯
展
」

　

10
月
12
日（
水
）～
19
日（
水
）

　

市
内
小
学
校
児
童
に
よ
る
、
長
谷
川
等

伯
の
水
墨
画
作
品
を
真
似
た
作
品
展
示
を

行
い
ま
す
。
本
物
の
等
伯
作
品
の
展
示
に

合
わ
せ
て
の
展
覧
も
魅
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
水
墨
画
に
よ
る
力
作
を
是
非
ご
覧
下

さ
い
。

主　

催　

等
伯
生
誕
の
地

　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｒ
事
業
支
援
委
員
会

連
絡
先　

七
尾
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
課
内

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）８
４
３
７

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

　
　

七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展

　

10
月
20
日（
木
）～
23
日（
日
）

　
　
　
　
　

初
日
は
午
後
１
時
か
ら

　

生
命
を
尊
ぶ
心
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
形

成
を
願
い
に
、
未
来
に
は
ば
た
く
子
供
た

ち
に
、
夢
と
希
望
を
与
え
る
入
賞
作
品
を

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

10
月
23
日
午
前
10
時
よ
り
美
術
館
ア
ー

ト
ホ
ー
ル
に
て
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い

ま
す
。

主　

催　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登

　
　
　
　

児
童
作
品
展
実
行
委
員
会

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
53
）３
９
１
４

　

第
62
回
七
尾
市
美
術
展
覧
会

　

10
月
28
日（
金
）～
31
日（
月
）

　
　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

　

一
般
の
部
・
学
生
の
部（
幼
児
・
小
・
中
・

高
校
生
）の
応
募
作
品
展
で
す
。
市
民
総

合
展
覧
会
で
能
登
最
大
の
規
模
と
な
り
ま

す
。
青
少
年
の
美
術
向
上
と
育
成
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
是
非
、
足
を
お
運
び
下
さ

い
。
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先　

副
会
長　

橋
本
義
則　

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）３
０
１
３

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

ド
ル
チ
ェ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

年
に
一
度
の
子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
ピ

ア
ノ
発
表
会
で
す
。
今
年
は
サ
ッ
ク
ス
と

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
入
場
し
て
下
さ
い
。

主　

催　

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ dolce

連
絡
先　

井
藤
真
理

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
58
）１
２
５
３

　

美
術
館
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
い
か
が

　

10
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時
30
分

　

北
國
文
化
セ
ン
タ
ー
や
さ
し
い
シ
ャ
ン

ソ
ン
教
室（
七
尾
）第
３
回
発
表
会
で
す
。

秋
の
昼
さ
が
り
ご
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
心
が
と
き
め
き
ま
す
。

主　

催　

北
國
文
化
セ
ン
タ
ー
七
尾
教
室

連
絡
先　

薮
内
よ
う
こ

　
　
　
　

☎
０
９
０
―
２
０
３
７
―
５
２
３
７

　
和
倉
フ
ロ
イ
デ

　
　

さ
よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

開
演　

午
前
10
時
30
分

　

歌
声
の
聞
こ
え
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

で
結
成
23
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
今
回
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
も
っ
て
解
散
し
ま
す
。
ぜ

ひ
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
き
に
き
て
く

だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
和
倉
公
民
館

連
絡
先　

岡
田

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
62
）２
０
８
４

　
七
尾
人
の
僕
が
作
家
に
な
っ
た
理わ

由け

　

10
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

開
演　

午
後
1
時
30
分

　

杉
森
久
英
に
続
く
七
尾
の
作
家
た
ら
ん

と
は
げ
む
、
七
尾
高
校
出
身
の
城
山
真
一

氏
が
第
14
回
「
こ
の
ミ
ス
」
大
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
投

資
の
女
神
』
が
刊
行
さ
れ
、講
演
の
あ
と
、

サ
イ
ン
会
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

主　

催　

杉
森
久
英
記
念
文
庫
活
用
研
究
会

連
絡
先　

村
本

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）４
１
０
４

　
児
童
虐
待
防
止

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

映
画
『
き
み
は
い
い
子
』
上
映
会

　

11
月
19
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時
30
分

　

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間（
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）の
活
動
と
し
て
、

児
童
虐
待
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
映
画

『
き
み
は
い
い
子
』
の
上
映
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
観
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
役
所　

子
育
て
支
援
課

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
53
）８
４
４
５

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

貸
館
催
し
物
案
内
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４
月
23
日（
土
）閉
館
後
の
午
後
６
時
か
ら
「
長
谷
川
等

伯
展
～
等
伯
と
一
門
の
精
鋭
た
ち
～
」
の
ナ
イ
ト
★
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
６
名
。
中

に
は
前
日
の
内
見
会
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
々
も
い
て
、

等
伯
作
品
の
魅
力
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

学
芸
員
が
１
作
品
ご
と
に
解
説
す
る
な
か
「
烏
梟
図
屏

風
」（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）で
は
、
日
本
昔
話
で
知
ら
れ

る
《
ふ
く
ろ
う
の
染
物
屋
》
を
引
き
合
い
に
、
武
家
か
ら

染
物
屋
に
養
子
に
入
っ
た
等
伯
自
身
を
梟
に
、
烏
を
社
会

や
自
分
を
揶
揄
す
る
者
に
投
影
す
る
旨
の
話
し
が
あ
り
、

参
加
者
は
描
か
れ
た
梟
に
等
伯
の
心
情
を
思
い
描
い
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
長
谷
川
派
」
の
構
図
の
決
ま
り
事
を
踏
襲
し

た
「
涅
槃
図
」
が
４
点
並
ん
だ
展
示
で
は
、
比
較
を
し
な

が
ら
描
き
方
の
違
い
を
探
す
な
ど
、
今
で
も
残
る
色
彩
の

美
し
さ
に
感
心
し
、
修
復
さ
れ
た
作
品
に
も
隅
々
ま
で
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
の
展
示
室
で
は
静
か
な
観
覧
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
が
、
今
回
は
学

芸
員
と
の
対
話
型

鑑
賞
を
楽
し
み
な

が
ら
、
等
伯
が
生

き
た
時
代
を
空
想

し
、
作
品
が
描
か

れ
た
背
景
な
ど
を

推
理
・
推
測
す
る

な
ど
参
加
者
は
大

い
に
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

夜
の
美
術
館
に

は
初
め
て
入
館
さ

れ
る
方
が
ほ
と
ん

ど
で
、
館
内
に
浮

か
び
上
が
る
間
接

照
明
や
休
憩
コ
ー
ナ
ー
か
ら
眺
め
る
夜
景
に
非
日
常
的
雰

囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
予
定
時
間
を
過
ぎ
て
し
ま
い

す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

第
17
回
友
の
会「
鑑
賞
の
旅
」参
加
者
再
募
集
！

「
水
野
美
術
館
と
真
田
家

　
　
　
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
」

　

日
本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
水
野
美
術
館
を
訪

ね
ま
す
。
近
代
を
代
表
す
る
菱
田
春
草
や
川
合
玉
堂

ら
か
ら
、
昭
和
の
五
山
と
称
さ
れ
た
杉
山
寧
や
平
山

郁
夫
に
い
た
る
ま
で
、
日
本
画
の
魅
力
を
水
野
美
術

館
の
新
し
い
企
画
で
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
横
山
大

観
の
名
を
一
躍
世
に
知
ら
し
め
た
出
世
作
《
無
我
》

三
作
の
う
ち
、
幻
の
一
作
も
鑑
賞
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
大
河
ド
ラ
マ
で
注
目
を
集
め
て
い
る

戦
国
大
名
・
真
田
氏
。
乱
世
を
巧
み
に
生
き
の
び
た

真
田
一
族
ゆ
か
り
の
地
も
巡
り
ま
す
。

日　

程
：
10
月
19
日（
水
）　

貸
切
バ
ス
利
用

見
学
地
：
水
野
美
術
館
、松
代
城
跡
、真
田
神
社（
長
野
県
）

参
加
費
：
１
２
，０
０
０
円

定　

員
：
25
名（
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

参
加
費
を
ご
持
参
の
う
え
当
館
受
付
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
非
会
員
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
。（
年
会
費
１
，０
０
０
円
）

　   

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
喫
茶
室
で
ゆ
っ
く
り
お

く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

 

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
限
定
メ
ニ
ュ
ー

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
パ
ス
タ
セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
【
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
】

　

ミ
ニ
サ
ラ
ダ
付（
８
０
０
円
）

　

コ
ク
の
あ
る
ト
マ
ト
ソ
ー

ス
と
牛
肉
の
旨
み
の
バ
ラ
ン

ス
が
絶
妙
な
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス

パ
ス
タ
で
す
。

チ
ョ
コ
プ
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　

 

（
４
５
０
円
）

　

ほ
ど
よ
い
苦
み
と
コ
ク
の

あ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
風
味

が
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。

　

是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展

限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
注
文
の
お
客
様
に
は
、
本
展
出
品
作

品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ペ
ー
パ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
期
間
11
／
３
～
12
／
11
ま
で
》

 

★
友
の
会
会
員
の
皆
様

　

会
計
時
に
レ
ジ
に
て
会
員
証
を
ご
提
示
い
た
だ
く
と

　

10
％
割
引
に
な
り
ま
す
。（
10
円
未
満
切
捨
）

友
の
会
ナイ
ト
★
ギャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
報
告

ナイト★ギャラリートーク鑑賞風景

横山大観「無我」1897 年



　平成28年12月16日（金）～平成29年２月12日（日）

　平成29年２月25日（土）～４月23日（日）

855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20 号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台一丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第87号（秋号）

平成24年度 春の展覧会予定

2016

10
October

◆
10
月
～
12
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆　

※
■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

11
November

12
December

◎次号・第88号（冬号）は１月１日発行予定です。

●飛行機…のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分　●車…「のと里山海道」徳田大津JCTから

約15分又は「能越自動車道」七尾城山IC又は七尾ICから約10分　●タクシー…JR七尾駅から約５分　

●徒歩…JR七尾駅から約20分　●市内循環バス「まりん号」…JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七

尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）　●ななおコミュニティバス「ぐるっと７」

…JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）

至：和倉温泉駅

至：和倉、輪島

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至：能越自動車道
　（七尾I.C）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

至：のと里山海海道
　（上棚矢駄I.C）

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至
：
氷
見
、
高
岡

至：能越自動車道
　（七尾I.C）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

至：のと里山海道
　（上棚矢駄I.C）

小丸山小学校
JR七尾駅 至

：
能
越
自
動
車
道

　 

（
七
尾
城
山
I.C
）

能登食祭市場

七尾市役所
小丸山城趾公園

総合市民
体育館

能登総合病院

小丸山南七尾美術館前

小島西部

藤野町北

小丸山

国分

城山

川原町

能登病院口

七尾城山I.C口

２

石川県
七尾美術館
石川県
七尾美術館

七 尾 湾

159

249 249

160

P

◆第1展示室 「心にのこる美のかたち ～絵画・工芸を中心に～」
　私たちの周りには、色んな「かたち」があります。それは立体物に限らず、平面作品であっ
ても同じです。本展では長年にわたって人々の心にのこってきた様々な美のかたちや美の表現
に焦点をあて、絵画と工芸作品を中心に約25点を紹介します。

◆第2展示室 「彫刻作品との対話 ～石川県の作家を中心に～」
　石川県ゆかりの彫刻作家たちが、様々な想いを込めて制作した作品約25点を展示します。日
本近代彫刻の大家・平櫛田中に師事した七尾市出身の田中太郎が制作した昆虫と人間が合体し
た摩訶不思議な作品、同じく七尾市出身で、フランスに渡り活躍した高田博厚など、個性豊か
な作品をご覧ください。

◆第1展示室 「アニマルズ ～ツヨく・カワイく・ウツクしく～」
　動物たちの様々な挙動。それは、「生命」の表出にほかなりません。この世界を精一杯生き
て「生命」を全うする彼らの懸命な姿から我々は学び、癒され、そして感動を与えられるの
です。本展では当館所蔵品より動物たちを表した作品を幅広く紹介します。

◆第2展示室 「風景画讃歌 ～ What a wonderful scenery! ～」
　美しい風景は人びとの心を清め、穏やかにします。実景・想像上の景色を問わずそれらの
風景は絵画化され、国や人種、時代までも超えてより多くの人びとに共有されてきました。
本展では様々な風景が描かれた作品を、当館所蔵品より絵画を中心に紹介します。

割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fi スポットサービスの

「FREESPOT」をご利用頂けます。

■
■

■
■■■■

■■

■■■■
■
■ ■■■

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

「雪中美人図」(部分)　宮川長春　当館蔵（池田コレクション）

「唐津鳥形香合」　当館蔵（池田コレクション）

「山水図」長谷川信春（等伯）　当館蔵

「椅子に倚り夢見るゆめ」田中太郎　当館蔵


